
平成２７年度「大学教育再生加速プログラム」選定取組

大学等名：東京工科大学
テーマ ：テーマⅣ（長期学外学修プログラム（ギャップイヤー））

本取組は、グループワークを通じた主体的な学修力、行動力、コミュニケーション力の育成や社会人としての心構えなどを教える事
前教育とギャップイヤーを活用した2ヶ月間程度の学外就業体験、学外就業体験の振り返りを行う事後教育といった、東京工科大学
型コーオプ教育プログラムを通じ、学生の主体的学修を促すことを目的とした必修の教育プログラムである。

・必修の学外就業体験を中心とする本事業を通じ、
学生の主体的学修を促すことで、受動的学修から
の質的転換を加速できる。

・本取組によって、本学と連携する地域企業等の
拡大を通じ、学外就業体験カリキュラムの他学部
への展開や地域企業との連携の拡大等への波及
が期待できる。

【事業の成果】
26年度
(実績値）

27年度
（目標値）

29年度
（目標値）

31年度
（目標値）

長期学外学修プログラムに
参加する学生の割合

工学部開設前
のため０％

－ 100% 100%

学生の授業外学修時間
工学部開設前
のため未測定

4.5時間 5.5時間 6.5時間

学生が企画する活動数
工学部開設前
のため０件

－ 5件 10件

大学（学生）
・学生への事前・
事後教育
・主体的学修の
定着

産業界
・就業プログラム
の実施
・主体的学修の
実践

コーオプセンター（教職協働）
①企業開拓・就業プログラムの構築
②学生と受入企業とのマッチング
③事前・事後教育の企画
④コーオプ実習中の学生の支援
⑤コーオプ実習の成績評価の関係書類の管理
⑥学生の就業安全管理

《成果》
①働くことの価値観
②主体的な行動力
③学修意欲の向上
④退学率の減少

コーオプ教育プログラム

《コーオプ実習、コーオプ演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ》
産学協働学外活動

取組のポイント
・企業開拓
・企業との就業プログラム構築
・学生と企業とのマッチング

波及効果
・地域企業への就職促進
・地域企業との共同研究


